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Data企業データ

所在地：大阪市淀川区西中島6-7-8大昭ビル4Ｆ
TEL：06-6838-3233 URL：http://www.apollowave.co.jp
設立：2000年（平成12年）
代表者：代表取締役 山下 修
従業員：12名
資本金：1,500万円
事業内容：半導体検査装置の製造販売

【液晶評価用装置の販売拡大を狙う】
某大手液晶デバイスメーカーから依頼を受け
先端デバイス開発用に納めて好評を得た光
照射プローバーを更に進化させて製品化し、

【三大技術テーマ】
（株）アポロウエーブは高周波・温度・微小電
流をテーマとして従来後工程で検査されてい
た半導体デバイスをウエハーレベルで検査す
ることによりコスト削減、生産性向上に役立て
られるプローブカード（電気的にＩＣの良否を判
定する検査治具）及びプローバー（検査装置）

【ウエハーレベル検査でコストを削減】
300ミリウエハー対応用に使い易く機能的に
検査する信頼性評価用プローバーＰＥＭ300
及び300ミリウエハーを高温環境下で位置ズ
レすることなく確実にコンタクトする高温用プ
ローブカードを主力製品とする。この技術に
より従来のパッケージテストから短期間に評
価できるウエハーレベルテスティングを実現
した。また同社の高周波プローブカードは携
帯電話や無線ＬＡＮ向けに最も利用度の高
い10ＧＨｚまでの検査に対応するＲＦプローブ
カードを短納期・低価格で提供している。

などを製造販売している。
価格変動の激しい汎用メモリやＤＲＡＭ向け市
場はあえて狙わず少量多品種・高付加価値デ
バイス向けに的を絞り先端技術を開発するデ
バイスメーカーや大学等の研究機関の困難な
技術的要望に対応している。

日本が得意とする携帯電話等のモバイル
用液晶デバイスメーカーにアプローチして新
たにシェア獲得を狙う。

株式会社アポロウエーブ
プロービング技術で半導体の先端テストニーズに応える

大阪市大阪府

ＰＥＭ300

信頼性評価用プローブカード
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所在地：大阪市此花区島屋4-2-7
島屋ビジネス・インキュベータ101

TEL：06-4804-8777
設立：2004年（平成16年）
代表者：代表取締役 塩貝 淳二
従業員：1名
資本金：1,000万円
事業内容：自動つゆマシンの開発・販売事業

安定した製品品質、充実したアフターケア体
制で、大手外食産業への導入が順次進んで
いる。今後は食材メーカーとの連携を通じ、さ
らなる販路拡大を図るととともに、販売代理

Sマシン（株）は、業務用コーヒーマシンメーカーで
の技術経験を活かして、国内で初めて和食厨房
におけるだし・つゆの抽出作業を自動化するマシ
ンを開発。その生産販売のための会社を設立。
当初より外食産業界から注目は集めたが最初の
製品は仕様面、価格面で拡販には至らなかった。

これまで多大な時間と手間がかかっていた麺類
つゆや和食用のだし取り作業を、味の均一性や
劣化防止を保ちながら、必要なときに必要なだけ
瞬時に供給できる「だし製造マシン」を開発した。
様々な店舗で利用できる多彩な味の表現、手狭
な場所でも設置できるコンパクトなサイズ、簡易
な操作方法など、これまでになかった「だし製造
機」である。さらに、マシンのカスタマイズからアフ
ターケアに至るまでの一貫したサポートを通じ、

そこで、厨房現場のニーズをより反映し、安価
で小型、かつ安全なマシンへと大幅な設計変
更を行い、さらに製造からアフターサービスま
での一貫したサービス体制を構築したことによ
り、現在では大手外食チェーン店を中心として
好調に売上げを伸ばしている。

店網やサポートパートナーの充実を図り、和
食全般のだしマシンの定番厨房機器として
新たな販売先を拡大する。

Ｓマシン株式会社
おいしい「だし・つゆ」を要るときに要るだけを提供

大阪市大阪府

外食産業界に貢献している。


